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議長室でインタビュー

公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
に

頑
張
っ

て
い
き
ま
す」

と
。

ま
た
、「

72
歳
で
72
代
目
で

す
。
青
天
の
霹
靂
で
す
よ
。

議
長
に
な
る
と
、
新
郷
の
代

表
で
は
無
く
な
り
、
町
会
長

等
を
退
く
た
め
地
域
と
の
繋

が
り
が
薄
く
な
り
ま
す
が
地

域
の
事
も
頑
張
っ

て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
議
長
は
議

会
の
交
通
整
理
役
、
法
規
を

守
っ

て
議
会
運
営
に
取
り
組

み
ま
す」

と
も
。
更
に
、

「

軌
道
交
通
準
備
会
を
立
ち

上
げ
た
い
で
す
ね」

と
語
る
。

役
職
歴
は
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
長
、
総
務
常
任
委

員
会
委
員
長
、
民
生
文
教
常

任
委
員
会
副
委
員
長
、
農
業

委
員
会
委
員
。

現
職
は
、
建
設
消
防
常
任

本
紙
に
長
年
広
告
掲
載
の

御
協
力
を
頂
い
て
い
る
南
鳩

ケ
谷
の
茂
垣
瓦
店
社
長
の
茂

垣
正
一
さ
ん
が
、
5
月
25
日

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
記
念

祝
賀
会
を
、
そ
ご
う
ダ
リ
ア

ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
杉
本
か
よ
市
議

（

写
真
右
下）

が
司
会
を
務

め
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
金
刺
美

穂
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
山
元
香
那

子
さ
ん
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
片

桐
明
果
さ
ん
の
共
演
で
、

「

リ
ス
ト
の
愛
の
夢
・
リ
ベ

ル
タ
ン
ゴ
・
日
本
四
季
メ
ド

レ
ー
・
歓
喜
の
歌」

を
記
念

演
奏
し
、
開
式
に
入
っ
た
。

開
会
の
挨
拶
を
赤
井
の
千

葉
建
装
㈱
会
長
の
千
葉
正
吾

さ
ん
。

発
起
人
の
、
船
津
徳
英
さ

ん
、
熊
井
ま
さ
子
さ
ん
、
伊

豆
一
夫
さ
ん
、
長
谷
部
秋
仁

さ
ん
、
小
紙
主
幹
小
堀
が
紹

介
さ
れ
、
代
表
の
船
津
さ
ん

が
茂
垣
さ
ん
の
人
柄
や
、
ゴ

ル
フ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
等

の
話
を
さ
れ
た
。

乾
杯
は
、
会
最
長
老（

81）
の
高
野
甫
央
さ
ん
。
記
念
品

を
伊
豆
一
夫
さ
ん
。
そ
し
て
、

茂
垣
さ
ん
所
縁
の
長
谷
部
秋

仁
さ
ん
、
石
田
恵
三
さ
ん
、

三
浦
俊
則
さ
ん
、
澁
谷
昌
己

さ
ん
、
佐
藤
和
夫
さ
ん
、
大

手
達
哉
さ
ん
、
長
岡
司
郎
さ

ん
、
船
津
由
徳
市
議
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

花
束
贈
呈
後
、
茂
垣
さ
ん

が「

本
日
は
身
に
余
る
光
栄
、

も
し
も
し
会
の
厳
し
い
ル
ー

ル
の
基
に
鍛
え
ら
れ
た
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
、
こ
れ
か
ら
も

精
進
努
力
致
し
ま
す
。」

と

謝
辞
を
述
べ
た
。

閉
会
は
渡
辺
一
実
さ
ん
。

千
葉
さ
ん
の
万
歳
三
唱
で
終

演
し
た
。

「

も
し
も
し
会」

は
茂
垣

さ
ん
所
属
の
ゴ
ル
フ
の
会
。

千
葉
さ
ん
多
額
を
寄
付

茂
垣
さ
ん
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

祝
う
会
　
盛
大
に
開
催

５
月
24
日
、
千
葉
建
装
株

式
会
社（

社
長＝

千
葉
正
一

さ
ん）

は
、
会
長
の
千
葉
正

吾
さ
ん
が
、
市
役
所
に
赴
き

「

市
の
為
に
活
用
下
さ
い
。
施

し
の
心
、
市
や
地
域
へ
の
恩

返
し
で
す
。
開
発
を
多
く
や

っ

て
い
ま
す
。
住
居
は
市
の

為
に
も
、
票
に
も
つ
な
が
り

ま
す
よ
ね
。」

と
１
０
０
万

円
を
、
奥
ノ
木
信
夫
市
長
に

届
け
た
。

市
長
は
、「

教
育
に
深
い

理
解
を
寄
せ
ら
れ
感
謝
に
た

え
ま
せ
ん」

と
、
教
育
委
員

会
か
ら
の
感
謝
状
を
贈
り
、

更
に「

赤
い
羽
根
募
金
な
ど

絆
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、

大
変
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
事
業
も
好
調
、

更
な
る
企
業
の
繁
栄
を
期
待

し
ま
す」

と
謝
辞
。

そ
し
て
千
葉
会
長
が
今
日

76
歳
の
誕
生
日
と
の
事
で
、

市
長
は
用
意
し
た
お
祝
い
品

を
贈
ら
れ
た
。

飯
塚
孝
行
市
議（

写
真）

も
同
席
。

左から杉本かよ市議、千葉さん、茂垣さん夫妻、金刺さん、山元さん、片桐さん。

４
期
目
当
選
の
前
原
博
孝

市
議（

72）（

自
民
党）
は
、

第
72
代
議
長
に
就
任
。

新
郷
で
は
18
代
の
平
岡
勇

次
郎
さ
ん（

故）

、
46
代
の

中
山
大
蔵
さ
ん（

故）

、
50

代
の
平
岡
一
郎
さ
ん
、
65
代

の
前
県
議
の
板
橋
智
之
さ
ん

に
継
ぎ
、
５
人
目
の
議
長
誕

生
と
な
っ
た
。

「

職
責
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
立
派
な
諸
先
輩

に
恥
じ
な
い
よ
う
精
進
努
力

致
し
ま
す
。
中
核
市
に
な
っ

て
新
元
号
令
和
を
、
60
万
人

の
市
民
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
二
元
代
表
制（

住
民
が

直
接
選
挙
で
、
市
長
と
議
員

を
別
々
に
選
ぶ
制
度）

の
一

役
を
担
う
役
割
は
重
要
で

す
。
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

委
員
会
、
交
通
安
全
指
導
員
、

拉
致
問
題
を
考
え
る
川
口
の

会
代
表
等
。

モ
ッ

ト
ー
は
、「

七
転
び

八
起
き」「

酒
も
た
ば
こ
も

し
ま
せ
ん
。」

テ
レ
ビ
は
ニ

ュ
ー
ス
や
情
報
番
組
。

家
族
は「

突
然
の
こ
と
で
、

大
丈
夫
な
の」

と
心
配
す
る

奥
さ
ん
の
浩
代
さ
ん
と
、
子

ど
も
３
人
。
　
　
　
　
　
　

江
戸
在
住
。左から飯塚市議、千葉さん、奥ノ木市長
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
元
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

第
１
回
川
口
花
火
大
会

「
質
実
剛
健」

頑
張
り
ま
す

榛
松
郵
便
局
長
　
宮
原
　
隼
人
さ
ん

河
川
敷
き
掃
除
と
総
会

６
月
２
日
、
新
郷
東

部
地
区
治
水
事
業
推
進

協
議
会（

会
長＝

鈴
木

歳
男
さ
ん）

は
河
川
敷

清
掃
を
実
施
し
た
。

新
郷
東
部
公
園
に
於

い
て
出
発
式
が
行
わ
れ
、

幡
野
茂
・
飯
塚
孝
行
市

議
会
議
員
、
は
じ
め
各

町
会
長
等
大
勢
が
列
席

し
た
。

河
川
愛
護
活
動
の
一

環
と
し
て
、
新
郷
地
区

の

河

川

周

辺

の

辰

井

川
・
見
沼
代
用
水
・
毛

長
川
・
前
野
宿
川
の
道

路
や
植
え
込
み
等
の
清

掃
を
、
新
郷
全
地
区
の

10
町
会
の
協
力
を
得
て
、

一
斉
に
清
掃
活
動
に
汗

を
流
し
た
。

治
水
協
議
会
総
会

５
月
30
日
新
郷
公
民

館
で
、
新
郷
東
部
地
区

治
水
事
業
推
進
協
議
会 （

会
長＝

鈴
木
歳
男
さ

ん）

の
令
和
元
年
度
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市

長
、
前
原
博
孝
議
長
、
新

藤
義
孝
衆
議
員
の
菊
地

博
秘
書
、

日本列島クリーン大作戦

「小さな親切」運動川口支部（支部長＝原島潔さん）日本列島クリーン大作戦は5月26日実施された。来
賓には、奥ノ木信夫川口市長、坂本雅彦武南警察署長、新藤義孝衆議院議員秘書の飯嶋賴康さんが列席。
今年も同本部より、美しい日本・美しい心をスローガンとする同運動に貢献された、中山久仁夫本蓮町会

長・読売新聞長久保慶隆社長・辻小学校川端浩司校長に「ふれあいの輪を広げ美しいまちづくりに素晴らしい
成果をおさめられた」と同本部からの表彰状を、奥ノ木市長から贈られた。
武南警察署員、新郷小・新郷南小・東本郷小・東中・榛松中・安行小から大勢の児童生徒・参加団体の代

表等 300名程が参集した。写真左から飯嶋さん、奥ノ木市長、坂本署長、原島さん。

T
B
G

5月18日、川口商工会議所（会頭＝児玉洋介さん）は、改元記念と川口市中核移行1周年記念として
「第1回川口花火大会」を荒川運動公園で開催した。

テーマ「人と街を笑顔でつなぐ川口花火大会」は新時代の幕開けに相応しい新たな風物詩となった。
今年は「たたら祭り」がオートレース場から SKIPに移るため、花火が中止となり、同会議所が「荒川納涼

花火大会」を60年振りに復活させた。打ち上げ総数は7千発、初午太鼓や音楽とのコラボ等で大輪の花を咲
かせた。30点のグルメフェスエリア有り、観客は5万5千人と、歴史に残る記念大会となった。

５月26日、第75回新郷ＴＢＧ大会が開催された。飯塚孝行市議も激励に訪れた。（写真後列ワイシャツ）
◆ 男子一般▽優勝＝山田実徳▽２位＝田村俊実▽３位=竹内勝▽ベスグロ賞＝伊東暢夫。
◆ 男子シニア▽優勝＝小笹隆弘▽２位＝飯ケ谷英昭▽３位=長沼正男▽ベスグロ賞＝山家達雄。
◆ 女子一般▽優勝＝山川弘恵▽２位＝佐々木礼子▽３位=山田登美子▽ベスグロ賞＝小野キミエ。
◆ 女子シニア▽優勝＝平林文子▽２位＝長沼サト子▽３位=横田フミエ▽ベスグロ賞＝佐藤貞子。（敬称略）

顧
問
の
板
橋
智
之
前
県

議
、
幡
野
茂
・
飯
塚
孝

行
市
議
等
が
列
席
。
　

役
員
改
選
で
、
副
会

長
に
北
条
敬
一
さ
ん
、
常

任
委
員
に
、
小
野
寺
孝

行
さ
ん
、
高
橋
富
士
夫

さ
ん
が
就
任
さ
れ
た
。

議
案
は
滞
り
な
く
承

認
さ
れ
た
。
そ
し
て「

辰

井
川
改
修
事
業
の
早
期

完
成
を
図
る
こ
と
。
新

郷
東
部
第
２
土
地
区
画

整
理
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と」

と
決
議
文
朗

読
後
、
辰
井
川
改
修
事

業
概
要
、
川
口
都
市
計

画
事
業
新
郷
東
部
第
２

土
地
区
画
整
理
事
業
の

概
要
説
明
で
閉
会
し
た
。

写
真
下
は
鈴
木
会
長

挨
拶
と
各
町
会
長
と
役

員
の
皆
さ
ん
。

左から幡野茂市議、鈴木さん、関さん、飯塚孝行市議

榛
松
郵
便
局
長
は
、
こ
の

度
、
尾
花
誠
さ
ん
の
後
任
に

宮
原
隼
人
さ
ん（

39）
が
就

任
さ
れ
た
。

「

重
責
を
感
じ
ま
す
が
、

郵
便
局
は
地
域
社
会
の
発
展

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
愛
さ
れ
る
郵
便
局
作
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」

と
抱
負
を
語
る
。

榛
松
郵
便
局
は
、
平
成
３

年
隼
人
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が

設
立
し
た
が
、
平
成
20
年
病

に
倒
れ
た
為
、
後
を
継
ご
う

と
郵
便
局
員
と
な
り
、
新
郷

郵
便
局
等
で
勤
務
し
て
、
こ

の
度
、
願
を
叶
え
後
継
者
と

し
て
歩
み
だ
し
た
。

「

父
が
始
め
た
こ
と
な
の

で
、
自
分
が
地
域
に
お
力
添

え
出
来
た
ら
と
決
意
し
ま
し

た
。」

と
当
時
を
語
る
。

地
元
町
会
で
は
、
レ
ク
協

の
委
員
や
町
会
行
事
な
ど
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

座
右
の
銘
は「

質
実
剛

健」
。

「

煙
草
は
し
ま
す
。
酒
は

飲
み
ま
せ
ん
。
カ
ラ
オ
ケ
は

付
き
合
い
程
度
で
す
。」

趣
味
は
、
ス
ポ
ー
ツ
全

般
。
家
族
は
、
草
加
市
で
同

じ
郵
便
局
長
を
し
て
い
る
妻

と
、
母
と
祖
父
。
　

榛
松
在
住
。

大
会
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と
び
出
さ
な
い

い
っ

た
ん
と
ま
っ

て
　
み
ぎ
ひ
だ
り

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

ず
っ

と
、
少
子
高
齢
化

だ
か
ら
何
と
か
し
な
け
れ

ば
、
と
言
わ
れ
続
け
て
今
の

人
手
不
足
と
、
行
き
場
の
見

つ
か
ら
な
い
高
齢
者
の
増
加

が
あ
り
ま
す
。

特
に
医
療
関
係
に
つ
い
て

は
専
門
性
が
高
い
の
で
、
医

療
の
質
と
人
材
不
足
を
補
い

き
れ
ず
、
患
者
さ
ん
に
十
分

に
対
応
で
き
な
い
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

歯
科
医
院
で
も
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
や
歯
科
衛
生
士
不
足

で
、
ド
ク
タ
ー
が
診
療
の
質

を
保
つ
の
に
苦
労
し
た
り
、

ス
タ
ッ

フ
確
保
の
為
に
人
件

さ
ら
に
実
際
の
診
療
で

は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
歯
科

衛
生
士
の
協
力
と
助
け
が
あ

っ

て
、
初
め
て
良
い
型
取
り

や
か
み
合
わ
せ
が
作
れ
ま

す
。

ド
ク
タ
ー
１
人
で
は
不

完
全
な
入
れ
歯
が
出
来
上
が

り
、
何
回
調
整
し
て
も
合
わ

な
い
入
れ
歯
に
な
り
ま
す
。

歯
科
医
院
は
、
コ
ン
ビ

ニ
の
数
以
上
に
あ
り
ま
す

が
、
医
療
の
質
を
保
つ
為
に

経
営
上
は
、
か
な
り
苦
労
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

5月12日、西沼公園で、令和元年度新郷地区壮年ソフトボール大会が開催された。成績は次の通り。
▽優勝＝新堀町会（町会長＝大熊恒久さん）▽準優勝＝赤井町会（町会長＝関根和雄さん）▽3位＝本蓮町
会（町会長＝中山久仁夫さん）。写真は新堀町会。

費
が
上
昇
し
て
経
営
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
診
療
室
や
訪

問
先
の
施
設
で
高
齢
化
に
伴

い
、
入
れ
歯
を
作
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
痛

く
な
く
よ
く
噛
め
る
入
れ
歯

を
作
る
に
は
、
大
学
を
卒
業

し
て
か
ら
も
、
本
を
読
ん
だ

り
講
習
会
で
学
ん
だ
り
、
学

会
に
出
席
し
た
り
し
て
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
月
26
日
ù
新
郷
地
区
婦
人
バ
レ
û
ボ
û
ル
大
会
が
ù

新
郷
ス
ポ
û
ツ
セ
ン
タ
û
で
開
催
さ
れ
た
ú

成
績
は
次
の
通
り
ú
◆
優
勝＝

榛
松
町
会（

町
会

長＝

山
田
忠
さ
ん）

◇
準
優
勝＝

赤
井
町
会（

町
会
長＝

関
根
和
雄
さ
ん）

◇
３
位＝

江
戸
袋
町
会

写
真
は
榛
松
町
会
ú
前
列
左
は
前
原
博
孝
議
長
ù
右
は

山
田
忠
さ
ん
ú

新郷地区婦人バレーボール大会

長野県人会総会
5月12日、長野県人川口新郷会（会長＝西澤聖人さん）は、赤井町会会館で第18回総会を開催した。

会則の確認、活動報告、会計報告、役員確認、行事計画案等満場一致で承認された。

26名の参加者はビンゴゲームやカラオケで親睦を図った。

連
合
町
会
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
元
年
５
月
21
日（

火）

大
雨
の
な
か
、

茨
城
県
笠
間
市
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
ザ
・
レ

イ
ク
ス
で
新
郷
連
合
町
会
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
人
数
は
69
名
。

結
果
は
次
の
通
り
。

🔶
個
人
の
部
▽
優
勝＝

宮
原
善
次（

榛
松）

▽
準
優
勝＝

小
山
義
一（

榛
松）

▽
３
位＝

小
林
宣
彦（

江
戸
袋）

。（

敬
称
略）

🔶
団
体
の
部
▽
優
勝＝

榛
松
町
会

▽
準
優

勝＝

江
戸
袋
町
会
▽
３
位＝

東
本
郷
南
町
会

写
真
左
か
ら
、
小
山
さ
ん
、
大
柳
祐
一
会

長
、
宮
原
さ
ん
。
写
真
と
成
績
、
同
会
提
供

６
月
２
日
ù
新
郷
ス
ポ
û
ツ
セ
ン
タ
û
で
新
郷
地
区
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
た
ú
成
績
は
次
の
通
り
ú

◆
男
子
◇
優
勝＝

峯
町
会（

町
会
長＝

山
田
沗
一
さ
ん）

◇
準
優
勝＝

榛

松
町
会（

町
会
長＝

山
田
忠
さ
ん）

◇
３
位＝

新
堀
町
会（

町
会
長＝

大

熊
恒
久
さ
ん）

ú

写
真
は
峯
町
会
ú

新 郷 地 区 卓 球 大 会

◆
女
子
◇
優
勝＝

本
蓮
町
会（

町
会
長＝

中
山
久
仁
夫
さ
ん）

◇
準
優
勝＝

赤
井
町
会（

町
会
長＝

関
根
和
雄
さ
ん）

◇
３
位＝

前
野
宿
町
会（

町
会
長＝

村
川
誠
司
さ
ん）

ú

写
真
は
本
蓮
町
会
ú



令和元年 5 月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故 8,855 件（-935）       ２９７件（-３４）

死者数   　 53 名（-27）       　   ３名（+１）

負傷者 10,685 名（-1,157） 　  ３４８名（-２６）

物損事故 58,600 件（+472）    １,７５９件（+１２）

令和元年５月３１日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１９年（令和元年）６月１９日（水曜日）　（４）第２８８号 新　 郷　 新　 聞

先
月
５
月
15
日
、
厚
生
労
働
省

の
諮
問
機
関
・
中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会（

中
医
協）

は
、
新
し

い
免
疫
療
法
製
品「

キ
ム
リ
ア」

の
保
険
適
用
に
つ
い
て
、
公
定
価

格
を
３
３
４
９
万
円
と
す
る

こ
と
で
了
承
し
ま
し
た
。

国
内
最
高
の
薬
価
で
す
。

「

キ
ム
リ
ア」

は
患
者
自
身
の

免
疫
細
胞
を
取
り
出
し
、
遺
伝
子

操
作
し
て
が
ん
細
胞
へ
の
攻
撃
力

を
高
め
た
後
、
体
内
に
戻
す「

Ｃ

Ａ
Ｒ
ー
Ｔ
療
法」

と
呼
ば
れ
る
新

タ
イ
プ
の
製
品
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
回
約
５
千

万
円
を
上
回
る
為
に
、
治
療
か
ら

１
ヶ

月
後
に
効
果
が
認
め
ら
れ
た

場
合
の
み
、
患
者
に
支
払
い
を
求

め
る「

成
功
報
酬
型」

が
導
入
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
で
驚
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

５
月
24
日
、
ア
メ
リ
カ
の
食
品

医
薬
品
局
は
、
難
病
の
脊
髄
性
筋

萎
縮
症（

Ｓ
М
Ａ）

に
つ
い
て
、

ス
イ
ス
の
製
薬
会
社
に
新
た
な
遺

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（261）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

春
風
や
一
歩
一
歩
に
一
緒
す
る

大
竹
　
　
井
上
靖
子
　

札
所
寺
や
白
木
蓮
の
気
品
か
な

赤
井
　
　
大
井
幸
子

野
っ
ぱ
ら
は
遊
び
の
宝
庫
若
葉
風
　
　
新
堀
　
　
坂
本
越
子

春
風
を
ダ
ン
ボ
û
ル
に
詰
め
転
居
せ
り

芝
富
士
　
神
作
恵
子

万
年
の
滴
り
洞
に
眠
り
お
り

東
本
郷
　
豊
後
照
子

大
海
も
こ
の
滴
り
の
一
し
ず
く

峯
　
　
山
田
案
山
子

伝
子
治
療
薬
を
認
可
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ

る
と
、
１
回
分
の
価
格
は
２
１
２

万
５
千
ド
ル（

約
２
億
３
千
万
円）

で「

世
界
で
最
も
高
価
な
薬」

と

し
て
い
ま
す
。

Ｓ
М
Ａ
は
10
万
人
に
１
人
の
割

合
で
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
体
が
麻
痺
し
、
呼
吸
困

難
に
陥
る
病
気
で
す
。

ノ
バ
ル
テ
ス
は
、
日
本
で
の
許
可

を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

読
売
新
聞
記
事
参
考

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

世
界
で
最
も
高
価
な
薬

お

願

い

長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

５
月
23
日
、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
谷
に
お

い
て
、
公
益
財
団
法
人

日
本
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
協
会
の
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
、
本

紙
の
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー

で
あ
る「

ベ
イ
ト
ー
タ

ル
ジ
ャ

パ
ン」

代
表
取

締
役
の
矢
代
秀
明
さ
ん

（

写
真）

に
、
千
葉
県
ペ

ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協

会
の
会
長
と
し
て
、
長

年
の
多
大
な
る
貢
献
を

認
め
ら
れ
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
は
、
人
間
生
活
に

お
け
る
有
害
・
不
快
な

生
物
の
活
動
を
、
人
の

生
活
を
害
さ
な
い
レ
ベ

ル
ま
で
制
御
す
る
こ
と

で
、
防
疫
の
観
点
か
ら

快
適
で
安
全
な
生
活
に

は
必
須
の
業
務
で
す
。
　
　

矢
代
会
長
に
感
謝
状

６
月
２
日
、
峯
ヶ

岡

八
幡
神
社（

宮
本
洋
平

神
職）

の
拝
殿
前
で
、

柳
生
心
眼
流
兵
法「

柳

正
館」（

館
主＝

酒
井
直

さ
ん）

の
新
元
号
令
和

イ
ベ
ン
ト
情
報

６
月
８
日
、
新
郷
地
区
長

寿
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
長＝

石
井
克
郎
さ
ん）

の
、
定
期

総
会
が
新
郷
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
。

式
典
で
石
井
会
長
は「

自

分
に
正
直
に
、
他
人
に
迷
惑

か
け
な
い
よ
う
に」

と
。
来

賓
の
岩
澤
勝
徳
市
老
連
新
会

長
が「

楽
し
く
・
仲
良
く
・

元
気
よ
く
長
生
き
し
ま
し
ょ

う」
と
。

前

原

博

孝

議

長

、

幡

野

茂
・
飯
塚
孝
行

市
議
、
大
熊
恒

久
連
合
町
会
長

も

祝

辞

を

述

べ
、
瀬
戸
信
行

新
郷
支
所
長
が

奥
ノ
木
信
夫
市

長
の
メ
ッ

セ
ー

ジ

を

代

読

し

た
。

新

郷

地

区

各
町
会
長
等
大

勢

が

列

席

し

た
。総

会
は
滞
り

な
く
終
了
し
、

懇
親
会
の
演
芸

会
は
各
ク
ラ
ブ
が
コ
ー
ラ
ス

や
、
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
手

品
等
を
披
露
し
、
福
引
抽
選

会
で
盛
り
上
が
り
終
了
し

た
。写

真
は
左
か
ら
、
幡
野
市

議
、
石
井
さ
ん
、
岩
澤
さ
ん
、

前
原
議
長
、
飯
塚
市
議
。

峯
ヶ
岡
八
幡
神
社
奉
納
演
武
会

う
っ

と
う
し
い
梅
雨
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
６
月
も

半
ば
過
ぎ
、
今
年
も
残
り
半

年
で
す
。
交
通
事
故
が
多
い

で
す
。
気
を
付
け
て
運
転
し

「

ペ
ス
ト」

と
聞
く
と

病
名
の
ペ
ス
ト
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
ペ
ス

ト
と
い
う
単
語
は
そ
れ

以
外
に
も
有
害
生
物
全

般（

害
虫
獣
や
有
害
な

カ
ビ
、
ウ
ィ

ル
ス
な
ど）

を
意
味
し
、「

コ
ン
ト
ロ

ー
ル」

は
文
字
通
り
制

御
を
指
し
て
い
ま
す
。

訂
正
し
て

お
詫
び
致
し
ま
す

先
月
号
Ｐ
４
の
小
野
田
は

な
さ
ん
の
見
出
し
の
、
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
ル
を
、
フ
ラ
ガ
ー

ル
に
。
ま
た
、
本
文
日
本
女

子
体
育
大
学
付
属
を
附
属
に

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。は

な
さ
ん
は
、
３
歳
か
ら

６
歳
は
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
を
、

３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
ヒ
ッ

プ

ホ
ッ

プ
、
そ
し
て
５
歳
か
ら

18
歳
を
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
励

み
、
見
事
に
夢
を
叶
え
フ
ラ

ダ
ン
サ
ー
の
道
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
声
援
下

さ
い
。
　（

編
集
部）

を
祝
し
て
、
第
５
回
奉

納
演
武
会
が
開
か
れ
た
。

柳
生
心
眼
流
兵
法
は
、

戦
国
時
代
に
生
ま
れ
た

古
武
道
で
、
あ
ら
ゆ
る

武
器
を
使
う
術
、
日
本

の
伝
統
武
術
と
さ
れ
て

い
る
。

写真前列左から田中輝昌さん、宮本洋平神職、
酒井館主と、館員の皆さん。

新
郷
南
小
学
校（

校
長＝

久
保
田
真
一
さ
ん）

の
５
年

生
が
５
月
14
日
、
田
植
え
に

挑
ん
だ
。

６
年
前
に
３
つ
の
砂
場
の

一
つ
、
教
室
半
分
位
の
広
さ

を
田
ん
ぼ
に
変
え
行
っ

て
い

る
。

代
搔
き
は
泥
だ
ら
け
、
泳

ぎ
だ
す
子
も
で
た
。
苗
は
学

年
主
任
の
小
田
政
好
先
生
の

奥
さ
ん
の
実
家
、
佐
渡
ヶ

島

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
頂
く
。
児

童
達
は
１
摘
み
３
～
４
株
を

１
人
15
回
ほ
ど
植
え
た
。

小
田
先
生
は「

泥
に
ま

み
れ
る
体
験
の
大
切
さ
。
秋

に
は
、
機
械
を
使
わ
な
い
作

業
、
穂
か
ら
籾
を
と
り
玄
米

に
す
る
。
食
べ
物
を
作
る
こ

と
の
大
切
さ
が
わ
か
る
。
収

穫
し
た
米
は
授
業
で
ご
飯
に

新
郷
南
小
で

田
植
え
体
験

美
食
と
音
楽
の
サ
ロ
ン
　

ピ
ア
ニ
ス
ト
山
元
香
那
子

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
世
界

◇
日＝
６
月
30
日（

日）

◇
時＝
５
時
半
～

７
時
半
～

◇
所＝

如
水
会
館

千
代
田
区
一
ツ
橋

✲
食
事
代
の
み

✲
予
約＝

０
３（

３
２
６
１）

１
１
０
１

矢
代
さ
ん
の
会
社
で

は
、
地
球
環
境
を
守
り

つ
つ
人
の
健
康
と
快
適

な
環
境
作
り
を
目
指
し
、

人
が
住
み
良
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
ゴ
キ
ブ

リ
・
ね
ず
み
・
ハ
ク
ビ

シ
ン
な
ど
の
害
虫
・
害

獣
の
駆
除
か
ら
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
最

近
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｄ
豚
流
行

性
下
痢
の
車
両
消
毒
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
矢
代
さ

ん
は「

長
年
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
感
慨
無
量

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
為
、
国
の
為
に
努

力
致
し
ま
す
。」

と
。

矢
代
さ
ん
は
、
東
本

郷
小
学
校
、
榛
松
中
学

校
の
卒
業
生
で
す
。

し
ま
す」

と
。

齊
藤
明
子
先
生
は「

子

ど
も
達
は
最
初
は
泥
に
驚
い

て
い
た
。
１
株
か
ら
ど
の
ぐ

ら
い
採
れ
る
の
か
疑
問
を
持

つ
子
も
い
ま
し
た」

と
。

梅
田
龍
吾
先
生
は「

泥

の
中
は
こ
ん
な
に
も
動
け
な

い
も
の
か
。
お
米
を
作
る
こ

と
の
大
変
さ
が
分
か
っ

た
子

ど
も
達
で
す」

と
。

ま
し
ょ

う
。

７
月
号
に
新
郷
新
聞
応
援

の「

暑
中
見
舞
い」

広
告
を

募
集
し
ま
す
。
　
個
人
、
会

社
、
団
体
様
、
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
協
力
下
さ
る
方
、
ご

連
絡
下
さ
い
。

０
４
８（

２
８
４）

５
７
７
９

来
月
号
は
７
月
17
日（

水）

発
行
で
す
。


